
 
 

     特定非営利活動法人 仙台夜せ ん だ い よ

まわりグループ   2019.3.11 
       ホームレス支援の働きにご理解とご協力をお願いいたします 

  

 一面雪野原の中で段ボールを敷いて眠る人たち。凍死しないように夜は町を徘徊し、昼間にうた
た寝をする人たち。どうして、こんな過酷な東北の地で野宿をするのだろうとずっと思っていまし
た。ある人がぽつりと言いました。「故郷の東北で死にたいんだよ」。彼らの多くは東北出身です。
大都会で働き詰め、言わば企業の労働力の安全弁として利用され、不況になって、何も手もとに残
らないままに放り出された彼らの人生に出会う度、私たちの社会の構造そのものに憤りと矛盾を感
じます。生まれ故郷に戻りたい一心で、彼らは大阪、東京から東北をめざしてやって来ます。なん
とか食（職）にありつける仙台に留まり、ここから遥か故郷を仰ぎ見るのです。 
 仙台夜まわりグループは、2000 年 1 月、過酷な冬の間、路上死を出さないようにと、３名で夜
まわりを始めました。その後、病気等への緊急対応、炊き出し、食事会や自律の為のセミナー開催、
生活支援、簡易住宅提供、自律の為の物資提供、シャワーや洗濯・床屋の提供、清掃アルバイト提
供と活動が広がり、2013 年 10 月には「HELP!みやぎ～生活困窮者ほっとライン～」を開所、「で
きる人ができる時にできる事を」をモットーに多くの方々がボランティアとして加わってくださっ
ています。そのおかげで、これまでに 500 人を越える当事者を路上から自律へとつなげる事がで
きました。 
 活動が深まるにつれ、根本的な問題解決をするためには行政に働きかけ、具体的な施策を提言す
る必要があることを痛感し、2002 年、行政との交渉協力体制を整え、自立支援施設建設に向けて、
設計・理念等、当事者たちの視点による青写真を提示し、その後、行政主導による定期的なシャワ
ー提供、結核検診実施を実現させ、さらに、各区道路・公園管理課と懇談を重ね、むやみに公共の
場所からの追い出し・排除をしないように働きかけています。また定期的な懇談会を実施し、行政
との協働も行っています。 
 市内には今もなお、100 人以上が過酷な路上生活を強いられています。何度失敗しても、もう一
度やり直しのきく、自律のきっかけをつくる機会や有効な方策、セィフティーネットの多さ、細や
かさが、どれだけあるのかが、私たちの社会そのものの豊かさの指標となるのだと思います。 
 ぜひ私たちの活動をご理解いただき、ご協力をお願いいたします。 
ご一緒に本当の意味での豊かさをつくりあげていきたいと願っています。 
皆様の会費やカンパは、今日を生きる糧となる食糧支援の費用として使わせていただいています。 
衣類やお部屋に入るための生活用品などのご寄付も大切に有効に使用させていただきます。 
ボランティア参加に合わせ、どうぞよろしくお願いいたします。 
 
【事務所・支援物資送付先】  
     〒983-0044 宮城県仙台市宮城野区宮千代 2-10-12 仙台喜望の家 1F   
               ☎/FAX 022-783-3123    緊急☎ 050-5539-6789 
【会費・カンパの送付先】 （正会員年会費：総会の議決権があります 12000 円。賛助会員年会費 6000 円） 
 ○郵便振替０２２４０-５-６６００５ 仙台夜まわりグループ 
 ○七十七銀行 八本松支店 普通５２１４２７１  
  口座名；特定非営利活動法人仙台夜まわりグループ 
         ○ゆうちょ銀行 二二九支店 当座００６６００５ 仙台夜まわりグループ 
 
【ホームページ】http://www.yomawari.net/   【E-Mail 】yomawari@medialogo.com 



定例支援活動カレンダー 
定例活動 夜まわり(水) 食事会（土） 炊出し(土) 
４月 ３・２４ ６ ２７ 
5 月 １・２２・２９ 4 ２５ 
6 月 １９ １ ２２ 
7 月 ３・２４・３１ 6 ２７ 
8 月 ２１ 3 ２４ 
9 月 ４・２５ ７ ２８ 
10 月 ２・２３・３０ ５ ２６ 
11 月 ２０ ２ ２３ 

 
開始時間および集合場所   ＝ボランティア参加をお待ちしています＝ 
◎夜まわり／仙台駅西口 JR 駐車場に集合 19:50 （白軽バン 4323 を目印に）20:00 出発 
◎食事会／五橋「仙台市福祉プラザ」第２研修室又は大広間など 11:00 
◎炊出し／五橋公園 11:30  (雨天の際は、原則として五橋「仙台市福祉プラザ」にて) 
◎ゆっくり過ごす会／毎週木曜日 みやぎ NPO プラザ玄関前(榴岡 5番地) 9:10 
◎ボランティア研修会／毎月第２土曜日 14:00 要申し込み ☎ ︎050-5539-6789 
 

支援物資のご協力をお願いいたします 
 
▶食品関係：砂糖、しょうゆ、油、一口みそ汁、ふりかけ、おかず缶詰、ラーメン、カップ麺、コーヒー、
紅茶、クリープ、お茶、飴、チョコレート、お菓子、野菜、焼き海苔、カレールー、レトルト食品 
▶日用品関係：タオル、石けん、ひげそり、使い切りスリッパ（ビジネスホテルアメニティ）、シャンプー、
ボディーソープ、洗濯洗剤、台所洗剤、ティッシュ、ポケットティッシュ、カセットコンロ用ガスボンベ、
カセットコンロ、リュック、大きめの旅行鞄、寝袋、テント、携帯ラジオ、電池等 
▶衣類関係：靴下（未使用）、下着（未使用）、男物靴（運動靴）、男性季節の衣類（古着も可。Lサイズ歓迎。
ズボン・Gパン歓迎。Tシャツは未使用か未使用に近いものを）、男性用ベルト、男性用帽子 

※	 その時期の季節に適する物をお願いします（保管しておく場所がありませんので）。 
  ※中古毛布や冬物衣類の受付は 11 月～２月です。防寒着等冬物衣類の受付は終了しました。 
  ※衣類のうち、受付できないものがあります。以下にあります×印の衣類は需要が無いのです。 
  ×スーツの上着・白 Yシャツ・コートなどビジネスマンが着るような服、礼服、革靴 ×女性物全般  
▶その他：テレフォンカード、クオカード、大きめの手提げ紙袋、お米券、商品券、図書券、切手、事務用
品 （テレフォンカード、クオカード、図書カードは使いかけで結構です） 
 

自律者のための生活用品の提供をお願いします。 
 ＝製造 2008 年以降の壊れていないもの、いずれも単身者用のものが必要です。お電話ください＝ 
▶小型冷蔵庫、洗濯機、ガスレンジ、小型液晶テレビ、小型の座卓・こたつ、扇風機、カラーボックス程度
の家具、未使用のシーツ、未使用のタオルケットや綿毛布、未使用毛布、照明器具、カーテン(洗濯済み)、
未使用の鍋などの調理用品や未使用の食器(茶碗、お椀、カレー皿、マグカップ、箸など日常使用食器)等  
※中古の寝具類、座布団、簡易ベッド、家具等はお電話をくださるようお願いします。☎ ︎090-1376-7419 
 

☆お願いとお詫び☆ 
 寄付してくださるものはお送りくださるか、お持込みいただきますようお願い申し上げます。 
 電化製品等、自律者（お部屋に入る方）向けの支援物資は、集荷に伺います。 
 衣類の集荷や荷物の運賃着払いはお受け出来ませんので、ご了承をお願いします。 
 
活動は当事者との出会いが中心です。事務所には常駐スタッフを置く余裕がありませんが、原則として火
曜日と金曜日の 10 時～14 時にスタッフがおります（祝日休み）。それ以外の日や時間は留守電、ファッ
クス、メールにて対応します。当事者へは緊急番号を載せたチラシを配布し連絡がつくようにしています。 


